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急病.ノいざというときに・

救急活動は
七量みんなの命

記
憶
の
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
。
救

急
車
を
利
用
で
き
る
の
は
、
事
故
や

急
病
な
ど
で
応
急
手
当
を
必
要
と
し
、

ー第970号

を
お
願
い
し
ま
す
。

みなさんは、消防署の仕事というとすぐ

に赤い消防車と火災の消火だけを思い浮か

べませんか。ところがその活動範囲は広く、

いろいろな仕事があります。その一つに救

急活動があります。これは、けが人や急病

人を救急車で‘病院に運ぶ仕事で、す。

今日では、この救急業務が消防の仕事の

なかで、最も市民に密着したものとなって

おり、消防署が幅広い信頼を受けることに

もつながっています。そこで今回は、この

救急業務についてご紹介し、理解と認識を

深めていただきたL、と思います。万一の場合

のためにも・1

一
日
平
均
六
回
の
出
動

事
故
に
あ
っ
た
人
や
急
病
人
に
適

切
な
応
急
処
置
を
し
て
、
い
ち
早
く

病
院
に
運
ぶ
救
急
活
動
。
も
し
、
あ

な
た
ゃ
あ
な
た
の
家
族
が
急
病
に
な

っ
た
り
、

け
が
を
し
た
ら
ど
う
し
ま

す
か
。昨
年
の
救
急
車
の
出
動
は
、
約
二

千
二
百
件
あ
り
(
上
田
市
内
)
、
こ
の

な
か
で
急
病
に
よ
る
も
の
が
最
も

多
く
、
全
体
の
四
七
む
を
占
め
て
い

ま
す
。
下
の
表
は
、
最
近
三
年
間
の

出
動
一
件
数
の
内
訳
を
ま
と
め
た
も
の

で
す
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
年
々
増
え

て
い
る
の
が
わ
か
り
ま
す
。
と
く
に

急
病
人
と
交
通
事
故
の
出
動
は
全
体

の
七
割
を
占
め
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
救
急
活
動
に
備
え
て
、

上
田
市
の
消
防
署
(
中
央
、
南
部
、

東
北
、
川
西
)
に
は
、
計
五
台
の
救

急
車
が
配
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
し

て
、
救
急
隊
員
が
二
十
四
時
間
待
機

し
て
、
わ
た
し
た
ち
の
生
活
を
守
っ

て
く
れ
ま
す
。

救
急
車
を
利
用
で
き
る
場
合
は

家
族
や
近
所
の
人
が
急
病
な
ど
に

よ
り
救
急
車
で
連
ば
れ
た
こ
と
を
ご

現
在
、
市
に
は
中
央
消
防
署
に
二
白、

南
部
消
防
署
、
東
北
分
署
、
川
西
分

正しく理解、正しく利用

救
急
隊
員
が
止
血
、
人
工
呼
吸
、
心

臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
な
ど
の
応
急
処
置
を

いつでも出動できる態勢に・

55.7人に?人
この数字をご存じです

か。昨年、救急車によって

運ばれた人が2095人もい
ました。これは、市民55.7
人に 1人の割合で利用し
たことになります。

出場
内 訳

年次
件数

交通 一般労働運動 自然の

トーー『
急病事故負傷災害競技加害自損水難火災火刊〈申害 そ他

58年1982 943 457 224 36 30 14 16 3 2 256 
トーー

59年2192 1009 512 276 45 31 28 24 3 。263 
卜~ー

60~手 222511041 533 277 43 28 31 13 。2 01 257 
'---lーー

(過去3年)上田市の救急出場の内訳

通
報
か
ら



救

b
民
俗
屯

F，
ぉ

-n
i
d令
4J
-
C
同
JV
け
ま
歩
十
4

.

品
世

急
事
品
、
利
用
で
き
る
の
は
、
事
故
や

急
病
な
ど
で
応
急
手
当
を
必
要
と
し
、

-
刻
も
ur
く
院
療
機
関
へ
運
ん
で
処

置
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合
で

す。

例
え
ば
、
交
通
事
故
、
会
社

・

工
場
で
の
け
が
、
ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る

け
が
、

一
般
的
な
け
が
、
急
病
、
水

難
事
故
な
ど
で
右
に
該
当
す
る
場
合

で
す
。
出
動
件
数
の
中
に
は
、

ハ
イ
ヤ
ー

代
わ
り
に
利
用
さ
れ
た
も
の
も
何
件

か
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
は
、

正
常
な
救
急
活
動
を
さ
ま
た
げ
る
結

果
に
な
り
ま
す
の
で
、
正
し
い
利
用

fごえ一 (3)一一一昭和61年11月1日 広報う

救急車の呼び方は.. . 
一方的に電話を切らない

ダイヤル119番

e
t
hね
E

聞
い
t
l
v

・-
6
+
1

救
急
業
務
の
あ
ら
ま
し

-
救
急
隊

救
急
隊
は
、
必
要
な
装
備
を
備
え

た
救
急
自
動
車
と
三
人
の
救
急
隊
員

と
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

-
救
急
隊
員

救
急
隊
員
は
、
必
要
に
応
じ
傷
病

者
に
対
し
て
応
急
処
置
を
施
す
こ
と

を
そ
の
職
務
と
し
て
い
ま
す
。
こ
の

た
め
救
急
隊
員
は
、
救
急
業
務
に
関

す
る

一
定
の
講
習
を
修
了
し
た
も
の

で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
現
に
、

ま
ず
消
防
署
へ
の
通
報
・
:
川
番

つ
な
が
っ
た
ら
、
次
の
要
領
で
落
ち

着
い
て
話
し
て
く
だ
さ
い
。

「
救
急
車
を
お
願
い
し
ま
す
」

「
交
通
事
故
(
急
病
)
で
す
」

「
場
所
は
、

O
O
町
交
差
点
で
す
」

(
目
標
物
、
目
標
地
点
)

「
け
が
人
は
一
人
。
若
い
女
性
で
す
」

こ
の
よ
う
に
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

そ
し
て
、

二
万
的
に
電
話
を
切
ら
な

い
で
、
消
防
署
の
質
問
や
指
示
を
よ

く
聞
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

※
救
急
車
の
サ
イ
レ
ン
の
音
が
近
づ

い
た
ら
目
標
地
点
ま
で
出
て
、
救
急

ま
す
。
下
の
表
は

年

聞

の

出
動
件
数
の
内
訳
を
ま
と
め
た
も
の

で
す
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
年
々
増
え

救
急
隊
員
が
止
血
、
人
工
呼
吸
、
心

臓
マ

ッ
サ
ー
ジ
な
ど
の
応
急
処
置
を

適
切
に
行

っ
た
結
果
、
数
多
く
の
生

命
が
救
わ
れ
、
ま
た
症
状
の
悪
化
が

最
小
限
に
止
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

市
で
も
、
各
署
で
訓
練
さ
れ
た
隊

員
が
待
機
し
、
い
ざ
と
い
う
と
き
の

出
動
に
備
え
て
い
ま
す
。

-
救
急
自
動
車

傷
病
者
に
負
担
が
か
か
ら
ず
、
振

動
が
少
な
く
、
し
か
も
応
急
処
置
が

で
き
る
ス

ペ
ー
ス
が
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
ま
た
、
設
置
台
数
も
「
消

防
力
の
基
準
」
で
、
そ
の
市
町
村
の

人
口
に
応
じ
て
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

車
を
誘
導
し
て
く
だ
さ
い
。

救
急
車
、
が
到
着
し
た
ら

救
急
隊
員
に
は
次
の
こ
と
を
伝
え

て
く
だ
さ
い
。

①
今
ま
で
の
傷
病
者
の
様
子
と
変
化

②
今
ま
で
に
行
っ
た
応
急
手
当

③
傷
病
者
に
持
病
が
あ
れ
ば
、
そ
の

病
名
(
家
族
や
知
人
な
ど
、
こ
の
こ

と
が
わ
か
る
場
合
)

④
か
か
り
つ
け
の
病
院
名

位
昌
明

Aμ
旧

N
K

家
族
や
近
所
の
人
が
急
病
な
ど
に

よ
り
救
急
車
で
運
ば
れ
た
こ
と
を
ご

咽
岬
ル
す
位
、
中
巾
ド
Lh
H
u
m
市
阿
l
市
犬
哨
畑
仕
川
田
省
ド
ピ
プ
山
口
、

南
部
消
防
署
、
東
北
分
署
、
川
西
分

署
に
そ
れ
ぞ
れ

一
台
が
配
置
さ
れ
て

い
ま
す
。

-
救
急
情
報
シ
ス
テ
ム

救
急
業
務
が
ス
ム
ー
ズ
に
行
わ
れ

る
た
め
に
は
、
市
民
、
消
防
署
、
医

療
機
関
の
三
者
の
聞
に
緊
密
な
連
絡

体
制
を
つ
く
り
上
げ
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
救
急
指
令
装

置
、
救
急
医
療
情
報
シ
ス
テ
ム
が
整

備
さ
れ
て
い
ま
す
。

緊
急
力

l
ド
を
身
に
つ
け
て

い
つ
、
ど
こ
で
、
何
が
起
こ
る
か

わ
か
り
ま
せ
ん
。
緊
急
連
絡
カ
l
ド

を
作
っ
て
、
家
族
全
員
が
持
ち
歩
く

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
カ
ー
ド
に
は
、

血
液
型
や
連
絡
先
(
勤
務
先
、
学
校
、

近
親
者
な
ど
)
、
病
歴
・
手
術
歴
、

特
異
体
質
な
ど
も
書
い
て
お
く
と
よ

い
で
し
ょ
う
。

通
報
か
ら
病
院
ま
で

119番通報が入る通信指令室

一一

九
番
の
通
報
か
ら
病
院
に
運

ば
れ
る
ま
で
、
ど
れ
く
ら
い
時
間
が

か
か
る
の
で
し
ょ
う
か
。
一

概
に
は

言
え
ま
せ
ん
が
、
次
の
例
を
参
考
に

し
て
く
だ
さ
い
。

〔
例
〕
十
月

O
日
、
市
内
繁
華
街
の

道
路
を
自
転
車
で
横
断
中
、
乗
用
車

に
は
ね
ら
れ
大
け
が
を
し
た
ケ
l
ス
。

中
央
消
防
署

10:26 10:26 10:28 
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let 

.， 
は
じ
め
て
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
に
挑
戦
。

チ
ビ
ッ
コ
た
ち
の
真
剣
な
ま
な
ざ
し
。

体
育
の
日
の
十
月
十
日
、
「
第
十
回

ス
ポ
ー
ツ
ま
つ
り
」
が
上
回
公
園
内
の

各
運
動
場
で
聞
か
れ
ま
し
た
。
(
市
、

市
教
委
、
市
体
協
主
催
)
。
こ
の
日

は
、
家
族
連
れ
な
ど
で
ど
の
コ
ー
ナ

ー
も
い

っ
ぱ
い
に
な
り
、

チ
ビ
ッ
子

か
ら
お
年
寄
り
ま
で
そ
れ
ぞ
れ
ス
ポ

ー
ツ
の
秋
を
楽
し
み
ま
し
た
。

行列がつづいた立ち幅とびのコーナー。

第10回スポーツまつりから事
業
主
の
み
な
さ
ん
ヘ

べるかな?

いっしょにとぶタイミングがむずかしい

大なわとび。

一
こ
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
、
市
民

一
活
動
を
し
て
い
る
人
た
ち
(
ボ
ラ
ン

…
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
な
ど
)
と
市
民
の

一
み
な
さ
ん
と
が
と
も
に
学
び
、
と
も

一
に
遊
ぶ
中
で
、
ふ
れ
あ
い
の
場
を

…
つ
く
ろ
う
と
企
画
し
た
も
の
で
す
。

一
・
と
き
・
:
マ
十

一
月
二
十
二
日
出
・

一

午

後

六

時
三
十

分

i

マ

同
二
十

…
三
日
間
・
午
前
九
時
三
十
分
1

…
・
と
こ
ろ
・
上
田
創
造
館

一
・
内
容
・
:
マ
十

一
月
二
十
二
日
出

…
リ
前
夜
祭
(
上
田
わ
た
ほ
う
し
コ

…

ン

サ
l
ト
)

マ
同
二
十
三
日
同

l

…
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
一
丁
、
各

一
種
コ
ー
ナ
ー
(
幕
の
内
弁
当
即
売
、

…

社

会

福

祉
施
設
バ
ザ

l
・
展
示
、

…
ビ
デ
オ
・
映
画
上
映
な
ど
て
ミ
ユ

一

ー
ジ
カ
ル

コ
ン
サ
ー
ト

日
・
主
催
:
第

一
固
ま
く
の
う
ち
フ

一
ェ
ス
テ
ィ
パ
ル
実
行
委
員
会
へ
上

町
田
市
福
祉
会
館
内
含
⑮
2
6
2
9』

、ピースランド'86"

上固まくのうち

フエステイHJレ
を開きます

湖蜘輔惨

ストライク気分で・・・
新しいスポーツのスマイルボーリング。

ゲートを通過しないと失格です。

匡E

鳴由晴噴筈

せ正主
ん受 の
。給 皆
をき
根ん
絶の
す協
る力
こな
とく
はし
でて
きは
ま不

-園田園・・・

b 



第970旬、

竹月は

労
働
保
険
・
雇
用
保
険
の
月

鳶
予
匙
末
キ
土
仇
り
ヲ
の
わ
uo

C々
A
W

ヘ

労
働
省
で
は
、
十

一
月
を
「
労
働

保
険
適
用
促
進
月
間
」
と
定
め
、
労

働
保
険
へ
の
積
極
的
な
加
入
促
進
運

動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
雇
用
保
険
の
失
業
給
付
を

不
正
に
受
け
る
例
が
後
を
絶
た
な
い

た
め
、
十

一
月
を
「
雇
用
保
険
不
正

受
給
防
止
啓
発
月
間
」
と
定
め
、
雇

用
保
険
制
度
の
正
し
い
理
解
と
不
正

受
給
防
止
に
一
層
の
協
力
を
求
め
て

い
ま
す
。

t: えー (5)ー一一一昭和61年11月1日 広報う

生
活
の
安
定
を
図
る

労
働
保
険
に
加
入
を

労
働
保
険
(
雇
用
保
険
と
労
災
保

険
の
総
称
で
す
)
は
、
労
働
者
を
一

人
以
上
雇
用
す
る
事
業
が
業
種
や
事

業
の
大
小
に
か
か
わ
ら
ず
、
必
ず
加

入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
国
の
保
険

制
度
で
す
。

雇
用
保
険
は
、
労
働
者
に
は
失
業

し
た
場
合
に
生
活
の
安
定
と
、
再
就

職
を
図
る
た
め
の
給
付
・
援
助
を
行

い
、
事
業
主
に
対
し
て
は
資
金
の
助

成
・
融
資
な
ど
を
行
っ
て
、
労
働
者

の
福
祉
の
増
進
を
図
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。
一
方
、
労
災
保
険

は
、
労
働
者
が
業
務
上
や
通
勤
途
上

で
被
っ
た
災
害
に
対
し
て
補
償
給
付

を
行
い
、
生
活
の
安
定
を
図
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
い
ず
れ
も

事
業
主
の
雇
用
管
理
上
、
欠
か
す
こ

と
の
で
き
な
い
重
要
な
制
度
で
す
。

ま
だ
加
入
し
て
い
な
い
事
業
所
の

事
業
主
の
皆
き
ん
は
、
上
田
公
共
職

業
安
定
所
ま
た
は
労
働
基
準
監
督
署

で
加
入
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

こ
の
制
度
や
加
入
の
方
法
な
と
、
詳

し
い
こ
と
は
上
田
公
共
職
業
安
定
所

雇
用
保
険
課
(
宮
⑫
6
3
6
3
)
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

雇
用
保
険
の
失
業
給
付

不
正
受
給
防
止
に
協
力
を

雇
用
保
険
の
失
業
給
付
は
、
被
保

険
者
で
あ
る
雇
用
労
働
者
が
失
業
し

た
場
合
に
必
要
な
給
付
を
行
う
こ
と

に
よ
っ
て
、
生
活
の
保
障
を
し
つ
つ

再
就
職
の
促
進
を
図
ろ
う
と
い
う
も

の
で
す
。

と
こ
ろ
が
、
巧
妙
な
子
段
に
よ

っ

て
給
付
金
を
詐
取
し
よ
う
と
す
る
、

い
わ
ゆ
る
。
不
正
受
給
。
が
依
然
と

し
て
後
を
絶
た
ず
、
最
近
は
増
加
の

傾
向
に
あ
り
ま
す
。
大
多
数
の
人
た

ち
が
正
し
い
受
給
を
し
て
い
る
な
か

で
、
一
部
の
受
給
者
に
よ
っ
て
貴
重

な
国
費
が
詐
取
さ
れ
る
こ
と
は
、
許

き
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

不
正
受
給
の
内
容
は
、
就
職
日
の

偽
り
、
受
給
中
の
就
職
、
臨
時
就
労

の
不
申
告
な
ど
、
ほ
と
ん
ど
が
事
業

所
に
関
係
す
る
事
項
で
あ
り
、
事
業

十
エ
の
比
自
さ
ん
の
州
問
品
川
μ

介。
/
¥
し
て
は
不
。
制

正
受
給
を
根
絶
す
る
こ
と
は
で
き
ま
仲

せ
ん

。

明

こ
の
よ
う
な
現
状
を
ご
理
解
の
う
山

ぇ
、
特
に
次
の
事
項
に
つ
い
て
、
ご
一
次
の
方
々
か
ら
温
か
い
ご
寄
付
を

配
慮
を
い
た
だ
き
た
く
お
願
い
し
ま
一
い
た
だ
き
ま
し
た
。
厚
く
お
礼
申
し

す

。

…

上

げ

ま

す

。

-

従

業

員

の

採

用

一

マ

青

空

市

場

様

(

下

小

島

)

す

い

か

従
業
員
を
採
用
し
た
場
合
は
、
面
一
五
百
個
社
会
福
祉
施
設
へ

倒
で
も
雇
用
保
険
受
給
の
有
無
を
確
…
マ
緑
が
丘
北
自
治
会
様
児
童
図
書

認
し
、
受
給
者
に
つ
い
て
は
、
特
に
…

二
百
七
冊
緑
が
丘
児
童
館
へ

入
社
日
な
ど
雇
用
(
予
定
)
年
月
日
一
マ
高
橋
金
平
梯
(
踏
入
)
仕
込
み
そ

を
明
確
に
取
り
決
め
、
上
田
公
共
職
…

一一
箱
、
タ
オ
ル
五
十
三
本

報

恩

寮

業
安
定
所
に
そ
の
日
を
正
し
く
申
告
…
老
人
用

す
る
よ
う
、
ご
指
導
を
お
願
い
し
ま
一
マ
匿
名
十
万
円
社
会
福
祉
基

す

。

一

金

の

積

立

金

と

し

て

・

試

周

期

間

の

取

扱

い

…

マ

上

田

信

用

金

庫

様

い

す

カ

パ

l

事
業
所
で
定
め
ら
れ
て
い
る
試
用
…
千
六
百
枚
市
民
会
館
へ

期
間
(
見
習
い
期
間
)
中
は
、
就
職
一
マ
側
ア

l
ス
ク
リ
ー
ン
犠
消
臭
ふ

に
該
当
し
な
い
と
自
己
判
断
し
、
申
…
と
ん

一
組
寝
た
き
り
老
人
な
ど
の

告
し
な
い
で
受
給
を
続
け
る
人
も
い
…
貸
し
出
し
用
に

ま
す
が
、
雇
用
保
険
法
で
は
試
用
期
…
マ
共
有
池
聾
鯉
組
合
様
鯉
の
稚
魚

e

十
五
万
匹
中
塩
田
小
学
校
へ

マ
上
田
小
県
歯
科
医
師
会
様
歯
ブ

ラ
シ
五
百
本
「
第
八
回
健
康
づ
く
り

市
民
の
つ
ど
い
」
用
と
し
て

マ
海
野
町
商
庖
会
様
二
万
円
社

会
福
祉
基
金
の
積
立
金
と
し
て

マ
木
村
陶
器
横
手
芸
セ
ッ
ト
百
二

個
社
会
福
祉
施
設
へ

マ
泉
田
連
合
自
治
会
梯
七
千
百
円

社
会
福
祉
基
金
の
積
立
金
と
し
て

日
・
主
催
:
・
第
一
回
ま
く
の
う
ち
フ

一
ェ
ス
テ
ィ
パ
ル
実
行
委
員
会
へ
上

山
田
市
福
祉
会
館
内
包
⑮
2
6
2
9
)

ザ
」
窓

q
M山京…
w
例
制
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A 
薬
の
効
果
と

正
し
い
服
用
法

体
の
具
合
が
悪
く
な
っ
た
時
、
皆

さ
ん
は
ど
う
し
ま
す
か
。病
(
医
)
院
に

か
け
つ
け
る
か
、
薬
局
で
薬
を
求
め

る
か
、
症
状
の
程
度
に
よ
っ
て
違
い

が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

薬
は
、
私
た
ち
を
い
ろ
い
ろ
な
病

苦
か
ら
救
っ
て
く
れ
ま
す
が
、
そ
れ

だ
け
に
使
い
方
に
は
細
か
い
注
意
が

必
要
で
す
。
日
本
人
は
薬
好
き
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
が
、
薬
に
対
す
る
迷

信
的
な
信
頼
で
は
な
く
、
医
師
の
指

示
し
た
薬
を
正
し
く
服
用
す
る
こ
と

が
大
切
で
す
。

薬
は
大
き
く
分
け
て
、
二
つ
に
分

か
れ
ま
す
。
一
つ
は
、
医
師
が
患
者

一
人
ひ
と
り
の
症
状
に
応
じ
て
処
分

す
る
医
薬
品
と
、
皆
さ
ん
が
各
自
の

判
断
で
使
う
一
般
薬
と
が
あ
り
ま
す
。

え広報う

-
保
存
の
方
法

薬
は
、
日
光
、
高
温
、
湿
気
な
ど

に
よ
っ
て
効
き
目
が
な
く
な
っ
て
し

ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
直
射
日
光

や
湿
気
を
避
け
る
た
め
、
日
の
当
た

ら
な
い
、
涼
し
い
場
所
で
缶
の
中
に

し
ま
っ
て
お
く
の
が
-
番
よ
い
方
法

ー第970号970号、

障B

5提グ

581 

で
す
。ま
た
、
湿
気
の
高
い
梅
雨
時
や
夏

は
、
乾
燥
剤
を
入
れ
て
お
き
ま
し
ょ

う
。
シ
ロ
ッ
プ
、
眼
ぐ
す
り
な
ど
は

変
化
し
や
す
い
の
で
、
冷
蔵
庫
に
凍

ら
せ
な
い
よ
う
に
し
て
保
存
し
ま
し

ょ
う
。
子
供
が
薬
を
ア
メ
な
ど
と
間

違
え
て
飲
ん
で
し
ま
う
こ
と
が
あ
る

の
で
、
必
ず
子
供
の
手
の
届
か
な
い

所
に
置
く
こ
と
も
忘
れ
な
い
で
く
だ

さ
い
。-
正
し
い
飲
み
方

病
(
医
)
院
で
も
ら
っ
た
薬
と
、

薬
局
で
買
っ
た
薬
を
二
種
類
以
上
、

同
時
に
飲
む
と
同
じ
よ
う
な
作
用
の

薬
が
重
複
す
る
た
め
、
効
き
す
ぎ
た

り
、
薬
同
士
の
作
用
に
よ
っ
て
効
果

が
落
ち
た
り
、
好
ま
し
く
な
い
反
応

が
起
き
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
医
師

に
診
察
を
受
け
る
時
、
薬
局
で
薬
を

買
う
時
は
、
必
ず
そ
の
時
飲
ん
で
い

る
薬
の

こ
と
を
話
し
て
、
思
い
が
け

な
い
事
故
が
起
こ
ら
な
い
よ
う
に
気

を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

薬
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
適
し
た
飲

を
は
じ
め
と
し
た
青
少
年
問
題
を
引

き
起
こ
し
て
い
ま
す
。

今
月
は
「
全
国
青
少
年
健
全
育
成

み
方
が
あ
り
ま
す
。
薬
が
最
も
効
果

的
に
作
用
し
、
副
作
用
が
少
な
く
な

る
た
め
に
は
、
正
し
く
飲
ま
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
飲
む
前
に
は
、
必

ず
飲
み
方
の
指
示
(
使
用
上
の
注
意
)

を
読
み
ま
し
ょ
う
。

-
家
庭
に
救
急
箱
を

次
に
外
用
薬
で
す
が
、
薬
を
塗
る

時
は
、
患
部
を
清
潔
に
し
て
お
き
ま

し
ょ
う
。
前
に
つ
け
た
薬
は
ふ
き
と

る
か
、
洗
い
落
と
し
て
か
ら
、
新
し

い
薬
を
塗
っ
て
く
だ
さ
い
。
以
前
使

用
し
て
古
く
な
っ
た
も
の
は
、
変
質

し
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
色
が

変
わ
っ
た
り
、
固
ま
っ
て
し
ま
っ
た

も
の
は
、
使
わ
な
い
よ
う
に
し
ま
し

ょ、っ。家
庭
で
は
、
け
が
や
急
病
の
と
き

に
早
く
正
し
く
応
急
手
当
が
で
き
る

よ
う
に
救
急
箱
を
備
え
て
く
だ
さ
い
n

救
急
箱
の
内
容
は
、
各
家
庭
で
必
要

と
思
わ
れ
る
も
の
を
そ
ろ
え
て
お
き

ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
定
期
的
に
内
容

を
点
検
す
る
こ
と
も
忘
れ
な
い
で
下

支」い。
青
少
年
を
ス
ポ
ー
ツ
、
文
化
活
動
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
に
積
極
的

に
参
加
さ
せ
ま
し

ょ
う
。

野犬一掃週間

飼い犬の

正しい管理を

十

一
月
三
日
か
ら
九
日
ま
で
は
、

野
犬

一
掃
週
間
で
す
。
こ
の
週
間
は

犬
に
か
ま
れ
る
事
故
な
ど
の
被
害
を

防
止
す
る
た
め
、
野
犬
の

一
掃
、
飼
い

犬
の
正
し
い
管
理
の
普
及
徹
底
を
通

し
て
、
住
民
の
不
安
を
解
消
し
あ
わ

せ
で
狂
犬
病
の
予
防
を
図
る
も
の
で

す。
飼
い
主
は
次
の
点
に
十
分
注
意
し

キ
ナ
し
ょ
、
っ
。

市政ガイド

、サンデー上回1

有線テレビで

11月から

毎日曜日に

今

プ
ニ多
少

使
用
の
自
粛
を
/

①
放
し
飼
い
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

つ
な
ぐ
と
き
は
綱
の
長
さ
や
場
所
も

考
え
ま
し
ょ
う
。

②
犬
の
散
歩
は
十
分
に
(
そ
の
際
フ

ン
の
後
始
末
も
完
全
に
)
。

③
野
犬
を
増
や
さ
な
い
た
め
に
も
子

犬
が
欲
し
く
な
け
れ
ば
、
去
勢
・
避

妊
手
術
を
し
ま
し
ょ
う
。

④
犬
が
人
に
ケ
ガ
を
さ
せ
る
な
ど
の

事
故
が
起
き
た
場
合
、
飼
い
主
は
責

任
を
も
っ
て
保
健
所
に
届
出
を
。

i
l
il
i-
-
ー・
I
l
l
1
11
1

生
後
九
十

一
日
以
上
で
、
今
年
ま

だ
登
録
・
注
射
を
し
て
い
な
い
犬
は

こ
の
野
犬

一
掃
週
間
に
あ
わ
せ
て
お

受
け
く
だ
さ
い
。
な
お
、
別
表
の
獣

医
院
で
は
集
合
注
射
の
と
き
と
同
じ

料
金
で
受
け
ら
れ
ま
す
。

V
問
い
合
わ
せ

0
上
田
保
健
所
食
品
衛
生
課
(
宮
⑫

1
2
6
0
内
線

2
4
0
)

O
市
生
活
環
境
課
(
宮
⑫
4
1
0
0

内
線

3
0
2
)

市政ガイドホサンデー

フえfご品カヘ 11月 2日(日)

から毎日曜日、有線テレ

ビ「上町ケーブルピジョ

/Jで肢映されます。こ

の番組は、市政に関する

接々な情報を市民の皆さ

んに提供するもので、 11 

晦日め定時番組(1 fJ 6 

駒内中で放送します。
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盲
人
福
祉
の
向
上
に
と

今
年
も
石
井
さ
ん
ご
寄
付

こ
の
ほ
ど
、
石
井
光
一
き
ん
(
大

手
町
)
か
ら
「
点
訳
奉
仕
活
動
等
石

井
基
金
」
に
と
百
万
円
を
、
社
会
福

祉
事
業
に
と
三
十
万
円
を
ご
寄
付
い

た
だ
き
ま
し
た
。
厚
く
お
礼
申
し
上

ふ
官
れ
は
ト
し
め
と
ー
し
た
主
H
A
Y
年
。
阿
阿
駈
唱
争
、
間
引

き
起
こ
し
て
い
ま
す
。

今
月
は
「
全
国
青
少
年
健
全
育
成

強
調
月
間
」
で
す
。
こ
れ
は
、
家
庭
、

学
校
、

地
域
社
会
な
ど
が
一
体
と
な

り
、
地
域
ぐ
る
み
で
青
少
年
の
健
全

育
成
を
積
極
的
に
進
め
よ
う
と
い
う

も
の
で
す
。
こ
の
月
間
中
の
重
点
目

標
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

V
地
域
で
健
全
育
成
を

地
域
の
子
を
、
わ
が
子
と
同
様
に

見
守
る
よ
う
心
が
け
、
青
少
年
に
有

害
な
環
境
を
排
除
し
て
好
ま
し
い
環

境
づ
く
り
に
努
力
し
ま
し
ょ
う
。

V
明
る
い
家
庭
づ
く
り

毎
月
、
第
三
日
曜
日
は
「
家
庭
の

日
」
で
す
。
親
子
の
ふ
れ
あ
い
や
対

話
を
大
切
に
し
て
、
「
家
庭
の
日
」
に

は
家
族
で
楽
し
く
一
日
を
過
ご
し
ま

し
ょ
、
っ
。

V
青
少
年
の
社
会
参
加
を

げ
ま
す
。

石
井
さ
ん
は
、
昭
和
四
十
三
年
以

来
、
長
年
に
わ
た
っ
て
多
額
の
ご
寄

付
を
さ
れ
、
こ
れ
を
も
と
に
創
設
さ

れ
た
「
点
訳
奉
仕
活
動
等
石
井
基
金
」

は
総
額
三
千
五
百
万
円
と
な
る
予
定

で
す
。
市
は
こ
の
基
金
の
利
子
を
盲

人
福
祉
向
上
の
た
め
、
盲
導
犬
の
貸

与
事
業
、
点
字
図
書
館
事
業
の
充
実

な
ど
に
充
て
て
い
ま
す
。

車
問
少
年
を
ス
ポ
ー
ツ
、
文
化
活
動
則
、

ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
に
積
極
的

に
参
加
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

青
少
年
健
全
育
成

市
民
大
会
を
開
催

市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
と
も

に
青
少
年
の
諸
問
題
を
考
え
、
今
後
、

健
全
育
成
を
い
っ
そ
う
推
進
す
る
た

め
「
第
三
回
・
青
少
年
健
全
育
成
市

民
大
会
」
を
、
次
の
と
お
り
開
催
し

ま
す
。

と
き
・
:
十
一
月
八
日
出
・
午
後
一

時
か
ら

と
ニ
ろ
・
:
上
田
市
民
会
館

内
容
・
:
事
例
発
表
、
講
演
な
ど

;新しい。美しい。暖かい。 i

E..田咽 11月は

;圃伝一品:
月間です。

有線

今

プ
3 
9 
プ
下F

市政;

つえた"

から毎

ピ「上f

./Jで1

の番組{

様々 をf

んに健f

曜日の2

旬)のE

使
用
の
自
粛
を
/

ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
に
よ
る
粉
じ
ん

は
、
冬
期
間
の
新
た
な
公
害
と
し
て

近
年
大
き
な
社
会
問
題
と
な
っ
て
い

ま
す
。
ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
は
一
度
装

着
す
る
と
、
春
先
ま
で
外
さ
な
い
こ

と
が
多
い
た
め
、
雪
の
な
い
道
路
で

は
路
面
が
削
ら
れ
、
そ
の
粉
じ
ん
が

環
境
の
悪
化
を
も
た
ら
す
よ
う
に
な

り
、
対
策
を
望
む
声
が
高
ま
っ
て
き

ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
昭
和

五
十
八
年
か
ら
ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
問

題
の
本
格
的
な
対
策
が
各
方
面
で
始

ま
り
ま
し
た
。
県
で
は
、
「
使
用
自
粛

推
進
要
綱
」
が
制
定
さ
れ
、
使
用
自

上田市の粉じん量
(県公害課調べ)

四図
非装
装
着
着
期期

561 

浮遊粉じん量{ug/m'}

1000 

青
少
年
が
、
社
会
に
お
け
る
自
ら

の
役
割
と
責
任
を
自
覚
し
、
心
身
と

も
に
健
や
か
で
た
く
ま
し
い
人
間
と

し
て
成
長
す
る
こ
と
は
、
市
民
す
べ

て
の
願
い
で
す
。

し
か
し
、
近
年
の
急
激
な
社
会
・

経
済
の
変
化
は
、
青
少
年
の
意
識
・

行
動
に
大
き
な
影
響
を
与
え
、
非
行

-
生
活
環
境
課
公
害
係

官
⑫
4
1
0
0
内
線
3
0
1

粛
の
呼
び
か
け
や
そ
れ
に
代
わ
る
低

公
害
の
ス
タ
ッ
ド
レ
ス
タ
イ
ヤ
の
普

及
、
道
路
清
掃
の
強
化
な
ど
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。

市
で
も
、
今
年
一
月
に
「
ス
パ
イ

ク
タ
イ
ヤ
粉
じ
ん
問
題
対
策
会
議
」

が
開
か
れ
、
使
用
自
粛
、
道
路
清
掃

な
ど
に
市
民
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組

ん
で
い
く
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
問
題
は
、
多
く

の
人
た
ち
が
「
加
害
者
か
つ
被
害
者
」

で
あ
り
、
こ
れ
を
解
決
し
て
い
く
た

め
に
は
市
民
一
人
一
人
の
協
力
が
な

く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
み
な
さ
ん
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

500 

日
年
一
羽
一
司
一
す

一一一九一一で

ω年
一
山
一
淋
一
叫

ω年
一
盟
主
初

日
年
一
間
一
世

ω

印
年
一
明
一
司
一
弘

一
月
一
紘
一
グ

同
年
一
山
一
綿
一
知

臼
年
一
空
間
一
村

田
年
商
一
糊
一
刈



t: B併[161年llfJ1 El一一一一(8)ーーえ広報う

恒例の「市の施設を見る会」が、 今

年も 10月13日から15日までの3日間、

市内の各施設で行われました。どの

コースも定員の45名でい っぱいにな

り、好評iでした。

(写真は、市民の森公園でゴーカー

トに乗る参加者)

戸事970号970号、

4
開
校
へ
向
け
て

十
月
二
十
日
、
市
と
市
教
育
委
員

会
で
は
第
六
中
学
校
の
起
工
式
を
小

泉
小
の
東
隣
り
の
建
設
予
定
地
で
行

い
ま
し
た
。
六
中
は
昭
和
六
十
三
年

四
月
に
開
校
す
る
予
定
で
す
。

博物館で特別展

特別展「上田藩の人物と文イヒ」が、

10月18日から市立博物館で始まりまし

た。同展は、 11月16日まで聞かれ、上
田城主松平家臣団の中から絵師、 工芸

家、学者、俳人など17名の業績を明ら

かにしています。

豊
橋
ま
つ
り
で
上
回
獅
子

昭
和
白
年
の
成
人
式

市
と
市
教
育
委
員
会
で
は
、
昭
和

六
十
二
年
の
成
人
式
を
来
年

一
月
十

五
日
に
行
う
予
定
で
す
。
今
回
の
該

当
者
は
、
昭
和
四
十

一
年
四
月
二
日

か
ら
同
四
十
二
年
四
月

一
日
生
ま
れ

闘
の
皆
さ
ん
で
す
。
上
田
市
に
住
民
登

刷
録
を
さ
れ
て
い
る
方
に
は
、
後
日
案

m

内
状
を
差
し
上
げ
ま
す
。

聞
と

き

:

・昭
和
六
十
二
年

一
月
十
五

会
瞬
事

こ
れ
か
ら
の
女
性
と
住
事

マ
と
き
:
・
十

一
月
二
十
日
同
・
午
後

一
時
二
十
分

1

マ
と
ニ
ろ
・
:
上
田

商
工
会
議
所
マ
内
容
・
:
①
「
電
気

両
1.ライトは早めにつけよう

2.スピー ドは昼間より控えめに
3.歩行者の横断にじゅうぶんな注
意を

4.居眠り運転防止

5.見通しの悪い交差点やカーブで
は合図を

夜間の安全運転

5か条

個
人
向
け
融
資
の
募
集

1
月
日
日
に
市
民
会
館
で

日
・
午
後

一
時
三
十
分

と
ニ
ろ
・
:
上
田
市
民
会
館

そ
の
他
・・
・学
生
な
ど
で
市
外
に
住
民

登
録
を
さ
れ
て
い
る
方
で
も
家
族

が
上
田
市
に
住
ん
で
い
て
、
出
席

を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
青
少
年

課
(
宮
⑫
4
1
0
0
内
線

6
8
1
)

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
案
内
状
を

差
し
上
げ
ま
す
。

通
信
と
企
業
経
営
」

N
T
T
総
支
社

長
飯
村
治
氏
②
「
こ
れ
か
ら
の
女

性
と
仕
事
」
ザ
・
ア
ー
ル
社
長
奥

谷
櫨
子
氏
マ
そ
の
他
:
・
入
場
無
料

マ
問
い
合
わ
せ
・:
上
田
地
区
電
信
電

話
ユ

l
ザ
協
会

(
N
T
T
内
)
宮
⑫

n
U
噌

i
n
u
n
u

.，~~せb
" ~\~ 

¥い 第"62回産直デ」

[>!草いわし(大型)5尾 140円

b新巻鮭(特) 半身 800円

[>-塩真だら 100 g 85円

じ生食かき(広島産)

1パック(150g) 180円

市内産直I高力庖で‘どうぞ。
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豊
橋
ま
つ
り
で
上
回
獅
子

愛
知
県
の
豊
橋
市
で
は
、
市
制
八
十
周
年

を
記
念
し
て
十
月
十
八
日
、
十
九
日
に
第
三

十
二
回
豊
橋
ま
つ
り
を
聞
き
ま
し
た
。

上
田
市
の
常
田
・
房
山
の
両
獅
子
(
市
の

指
定
文
化
財
)
が
こ
れ
に
招
待
さ
れ
、
伝
統

的
な
演
技
を
披
露
し
ま
し
た
。
ま
た
、
三
人

の
ミ
ス
上
田
も
参
加
し
、
中
心
街
を
オ
ー
プ

ン
カ

l
で
パ
レ
ー
ド
し
ま
し
た
。

だえ
一}

ー (9)ー一一一昭和61年11月1日 広報

すべての道路で着用を/

11月 1日出から、すべての道路でシ

ートベルトを着用しないと違反点数 1

点が付加されます。また助手席同乗者

の方も着用しないと運転者の責任とな

ります。シートベルトを必ず着用して

安全運転に努めてください。

放置自転車を

撤去し

シートベルト

自転車の路上放置は、交通渋滞を引き起こすばか

りでなく、身障者などの安全な通行を妨げるなど、み

んなの迷惑になります。

交通対策課では、 11月11日(火)の午前中、上田駅前周

辺の長期間放置されている自転車を一斉に撤去しま

すので、ご理解とご協力をお願いします。

ニの 1台 1台ぐらいが道ふさぎ

(問し、合わせ) 交通対策課程⑫4100内線369

1.ライ
2.スピ
3.歩行1
意を
4.居眠 t

5.見通[
は合E

岡
個
目
ハ
内
問
凶
川
一
附
鵬
滋
只
爪
り
首
雰
伎
B
F

-
住
宅
金
融
公
庫
北
関
東
支
所

宮

0
2
7
2
⑧
6
6
5
6

住
宅
金
融
公
庫
で
は
、
個
人
住
宅

建
設
資
金
、
建
売
住
宅
購
入
資
金
の

募
集
を
次
の
と
お
り
行
っ
て
い
ま
す
。

マ
受
付
期
間
:
・
十
一
月
二
十
八
日
働

ま
で
マ
選
定
方
法
・
:
選
考
(
無
抽

選
)
に
よ
り
行
い
ま
す
マ
申
込
場

所
・
問
い
合
せ
・
:
公
庫
業
務
取
扱
金

融
機
関創造館

挙

一
内
容
:
・
天
体
観
望
、

一

ど
を
中
心
に
活
動

一
募
集
人
員
:
・
三
十
名
(
ム
小
地
区
の

一

高
校
生
以
上
の
方
)

一
申
込
方
法
:
・
往
復
は
が
き
に
、
①
住

…

所
②
氏
名
③
年
齢
④
電
話
番
号
、

一

(
学
生
は
、
学
校
名
と
学
年
)
を
書

一

い
て
左
記
へ
。
(
一
人

一
枚
)

竹
月
の
募
集
と
催
し

-
上
田
創
造
館

宮
⑧
1
1
1
1

天
文
同
好
会
員
募
集

写
真
撮
影
な

，必
ヂご)r

t>鮮L、

t>新轡

t>-壇

t>生.

I行i人

話重 県縦断駅伝
て今回から下記のとおりコースが変更と

なbました。走路の安全確保と交通の円
滑化にご協力を。

(とき) 11月15日(土)
(通過コース)中之条→古舟橋→西武デ

fート→二中斗市夜司(中継点)

→海野町→上田蚕通石油スタン

ド→常田→ほていや→岩下 (1日

道)→神川橋→大屋

申
込
先
・
:
字
1
3
8
6
|
口

市

内

上

田
原
一
六
四

O

上
田
創
造
館

天
文
同
好
会
事
務
局

申
込
締
切
:
・
十

一
月
十
日
何

第
五
回
「
星
空
を
観
る
会
」

と
き
・
:
十

一
月
二
十
九
日
出
・
午

後
六
時
三
十
分
か
ら
八
時
三
十
分

と
こ
ろ
・
:
創
造
館
(
天
体
観
測
室
)

定
員
:
・
二
十
五
家
族
(
約
六
十
名
)
。

中
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
。

申
込
方
法
:
・
往
復
は
が
き
に
、
①
保

護
者
・
児
童
氏
名
②
学
校
名
③
学

年
④
電
話
番
号
を
書
い
て
左
記
へ
。

申
込
先
:
・
上
田
創
造
館
星
空
を
観

る
会
事
務
局

会
費
:
・
千
五
百
円

申
込
締
切
:
・
十

一
月
十
日
何
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お知らせ
身
体
障
害
者
を
対
象
に

え

市
職
員
を
募
集

ー
一
般
事
務
職

l

広報う

総
務
課
職
員
係

官
⑫
4
1
0
0
内
線
2
2
2

有
線
②
0
6
5
1

市
で
は
、
次
に
よ
り
身
体
障
害
者

を
対
象
と
し
て
市
職
員
を
募
集
し
ま

す。-
応
募
資
格

次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
人

マ
昭
和
三
十
二
年
四
月
二
日
以
降
に

生
ま
れ
た
人

マ
昭
和
六
十
一
年
四
月
一
日
現
在
、

上
田
市
民
で
あ
る
人
、
ま
た
は
一

時
他
市
町
村
に
住
ん
で
い
る
が
家

族
は
上
田
市
民
で
あ
る
人

マ
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
、

ー第970号

目

、
の
会

一
疋

上

は

も

J

ナ
し
一

、
れ

う

f

一
ま
一

日
こ
い
し
コ
び
一

J

o

と
暗
売
呼
一

月

定

う

し

即

を

一

山

し

あ

わ

=

札

が

ま

ら

芝

示

問

一

」
れ
も

l
z
:

場
か
て
で
朝
、
と
一

広

間

め

民

下
γ
3

い
で
高
市
川
山
↓
…

柿↑
M

M
諸
げ
一

ふ
ン
関
即
日
一
k

l

引一

民
セ
の

o
'
f
テ
一

市

化

ヘ

田

は

ソ

「
文
祉
バ
で
が
一

市
福
で
場
チ
一

か
っ
、
そ
の
障
害
の
程
度
が

一
級
か

ら
五
級
ま
で
の
人

マ
自
力
に
よ
り
通
勤
が
で
き
、
か
つ
、

介
護
者
な
し
に
職
務
遂
行
が
可
能

な
人

マ
筆
記
に
よ
る
出
題
に
対
応
が
可
能

な
人
・

・
選
考
日
・
方
法

マ
昭
和
六
十
一
年
十
二
月
三
日
嗣
・

午
後

一
時

マ
教
養
考
査
、
面
接
考
査
、
作
文
考

査
な
ど

-
選
考
基
準

考
査
結
果
に
基
づ
き
、
職
務
遂
行

に
堪
え
う
る
範
囲
に
お
い
て
障
害
の

程
度
が
比
較
的
重
い
人
を
選
考
し
ま

す。-

人

員

2
名

・
必
要
書
類

マ
申
込
書
(
市
役
所
総
務
課
に
あ
り

噸総務

970号~

、
週
間
附
以
肉
リ
に
=
=
種
、
混
A
口
、
一
一
種
混

合
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
接

種
を
受
け
た
子
供
き
ん
②
三
か
月

ま
す
)

マ
履
歴
書

(
市
役
所
総
務
課
に
あ
る

も
の
を
使
用
)

マ
健
康
診
断
書

(
公
立
医
療
機
関
で

受
診
し
た
も
の
)

マ
六
十
円
切
手
添
付
の
白
二
重
封
筒

(
合
否
連
絡
用
、
あ
て
名
記
入
)

-
申
込
先
・
期
間

十
一
月
十
日
開
か
ら
同
二
十
九
日

出
ま
で
に
、
市
役
所
三
階
総
務
課
職

員
係
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

六
十

一
年
一
月
一
日
以
降
に
家
屋

の
新
・
増
築
に
よ
り
、
古
い
家
屋
(
住

宅
、
付
属
家
、
倉
庫
、
車
庫
、
物
置

な
ど
)
の

一
部
ま
た
は
全
部
を
取
り

壊
し
た
ま
ま
未
届
け
に
な
っ
て
い
る

も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
家
屋
の
滅

失
ま
た
は
抹
消
な
ど
の
登
記
を
法
務

局
に
さ
れ
ま
せ
ん
と
、
六
十
二
年
度

も
固
定
資
産
税
が
そ
の
ま
ま
課
税
さ

れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

家
屋
の
一
部
ま
た
は
全
部
の
滅
失
、

取
り
壊
し
が
あ
っ
た
と
き
は
、
今
年

の
十
二
月
二
十
七
日
出
ま
で
に
法
務

心
に
三
十
七
度
五
分
か
ら
三
十
八

度
五
分
の
熱
が
出
た
り
、
軽
い
発

し
ん
が
起
こ
っ
た
り
、
せ
き
・
鼻

局
へ

「滅
失
登
記
」
を
す
る
か
、
も

し
く
は
「
取
り
壊
し
届
出
書
」
を
市

役
所
資
産
税
課
か
市
役
所
各
支
所
へ

お
届
け
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。
「
取
り
壊
し
届
出
書
」
は
、
資

産
税
課
お
よ
び
各
支
所
の
窓
口
に
あ

り
ま
す
。

匙
機
綴
緩
綴
綴
機
嫌
織
欝
線
路
盤

防

火

管

理

者

の

鰍

資
格
取
得
講
習
会
鰍

消

防

本

部

予

防

課

指

導

係

鰍

E
⑫
2
5
0
1
内
線

2
1
7
嚇

上
小
地
域
広
域
行
政
事
務
組
合
消

防
本
部
で
は
、
上
小
防
火
管
理
者
協

議
会
と
共
催
で
、
防
火
管
理
者
の
資

格
取
得
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

と
き
:
・
十

一
月
十
三
日
制
と
十
四

日
幽
・
午
前
九
時
1
午
後
四
時
三

十
分

と
ニ
ろ
・
:
丸
子
町
町
民
セ
ン
タ
ー
(
丸

子
町
長
瀬
)

受
講
資
格
:
防
火
管
理
業
務
を
す
る

こ
と
が
で
き
る
管
理
的
な
立
場
に

あ
る
人

大
腸
検
診
を

受
講
料
:
・
会
員
一
人
当
た
り
三
千
円
、

非
会
員
一
人
当
た
り
三
千
五
百
円

申
込
期
限
:
・
十

一
月
十
一
日

ω

申
込
先
・
・
・
上
小
地
域
広
域
行
政
事
務

組
合
消
防
本
部
・
予
防
課
指
導
係

そ
の
他
・:
防
火
管
理
者
が
い
な
け
れ

ば
い
け
な
い
建
物
は

1

①
公
会

堂
、
遊
技
場
、
飲
食
底
、
庖
舗
、

旅
館
、
病
院
な
ど
不
特
定
多
数
の

人
が
出
入
り
す
る
建
物
で
、
収
容

人
員
が
三
十
名
以
上
の
所
②
学
校
、

工
場
、
官
公
庁
、
銀
行
、
事
務
所

な
ど
の
建
物
で
、
収
容
人
員
が
五

十
名
以
上
の
所
。

婦
人
問
題
で
研
修
会

社
会
課
宮
⑫
4
1
0
0
内
線
3
7
8

市
で
は
、
い
ま
上
田
市
の
婦
人
が

抱
え
て
い
る
問
題
は
何
か
、
そ
し
て

い
か
に
行
動
す
る
か
を
テ
l
マ
に
次

の
と
お
り
研
修
会
を
開
催
し
ま
す
。

と
き
:
・
十

一
月
十
五
日
出

・
午
後

一
時
三
十
分

と
こ
ろ
:
・
働
く
婦
人
の
家

講
師
・
:
上
回
女
子
短
大
教
授
・
松

田
幸
子
先
生

申
し
込
み
・
・
・
社
会
課
か
働
く
婦
人
の

家
へ
含
⑫

2
9
8
8
』
へ。

す
が
便
の
表
面
に
す
じ
状
の
血
，
か
つ

い
た
り
、
赤
黒
い
血
が
混
じ
り
ま
す
。

マ
便
通
異
常
:
・
便
秘
が
続
い
た
り
、
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マ
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第970号、

麻
し
九
戸ヘ
は
し
か、d
(J) 

吻鰯轍概数臨機御機物

予
防
接
種

保
健
予
防
課
保
健
係

宮
⑫
4
1
0
0
内
線
2
8
9

有
線
②
0
7
2
1

麻
し
ん
(
は
し
か
)
の
予
防
接
種

を
次
に
よ
り
行
い
ま
す
。
以
前
に
、

麻
し
ん
に
か
か
っ
た
り
、
こ
の
予
防

接
種
を
受
け
た
子
供
さ
ん
は
該
当
し

ま
せ
ん
。
料
金
は
無
料
で
す
。

対
象
者
・
:
昭
和
五
十
九
年
十
月

一
日

か
ら
六
十
年
三
月
三
十

一
日
ま
で

に
生
ま
れ
た
子
供
き
ん
(
今
ま
で

実
施
し
た
機
会
に
で
き
な
か
っ
た

六
歳
末
満
の
子
供
さ
ん
も
含
む
)

実
施
期
間
・:十

一
月
四
日

ωか
ら
同

二
十
九
日
出
ま
で
の
間
に
、
子
供

さ
ん
の
健
康
状
態
の
良
い
日
を
選

ん
で
お
受
け
く
だ
さ
い
。

実
施
場
所・
:
別
表
の
委
託
医
療
機
関

へ
事
前
に
電
話
な
ど
で
連
絡
し
て

か
ら
お
受
け
く
だ
さ
い
。

持
ち
物
・
:
問
診
票

(赤
ち

ゃ
ん
子
帳

の
中
に
あ
り
ま
す
)
、
母
子
健
康
子

帳
受
け
ら
れ
な
い

子
供
さ
ん
:
・
①

一
か

月
以
内
に
ポ
リ
オ
(
小
児
マ

ヒ
)

を
受
け
た
子
供
さ
ん
、
お
よ
び
二

Tごえ一(11同一一昭和61年11月1日 広報 う

-
必
要
書
類

マ
申
込
書
(
市
役
所
総
務
課
に
あ
り

の取
十 り
二壊 1
月し 〈
二が
十 あ i
七 つ
日 f、J
出i:'
まき i
で は?

長今j
務年 二

潤
羽
岡
阿
円
以
肉
川

h
k

一こ話健担
批
A
口
、
一
一
話
国
調
批

A
口
、
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
接

種
を
受
け
た
子
供
さ
ん
②
三
か
月

以
内
に
ガ
ン
マ
グ
ロ
プ
リ
ン
の
注

射
を
受
け
た
子
供
さ
ん
③
赤
ち
ゃ

ん
手
帳
の
「
禁
忌
事
項
」
に
該
当

す
る
子
供
さ
ん
。

そ
の
他
・
:
麻
し
ん
の
予
防
接
種
は
、

注
射
後
、
七
日
か
ら
十
二
日
を
中

心
に
三
十
七
度
五
分
か
ら
三
十
八

度
五
分
の
熱
が
出
た
り
、
軽
い
発

し
ん
が
起
こ

っ
た
り、

せ
き

・
鼻

水
が
出
た
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
?
こ
の
よ
う
な
症
状
は
、

一
般

に
特
別
な
治
療
を
受
け
な
く
て
も

回
復
し
ま
す
が
、
け
い
れ
ん
を
起

こ
し
た
り
、
・
呼
吸
が
早
ベ
な
っ
た

と
き
は
医
師
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

( 501当!似)

医療機関名 電話番号 医療機関名 電話番号

葦 沢 医 院( 森 ) 124-2280 嶋村内科小児科医院(常磐 田n 22-3202 

荒 井 医 F完(下紺屋町) 22-0474 城 南 医 院(御 所) 22-3481 

飯 島 医 院(築 地) 22-5011 J屋E韮E 田 医 院(下紺屋町) 22-1158 

i也 田 医 院(i甫 野) 31-2007 新 美 医 院(大 屋) 35-0012 

池田ク リニ ツクυ11辺 町) 22-5041 日新堂病院(馬場 町)22-05581 

遠藤内科医院(馬場 町)22-0051 橋 本 医 院(舞 国) 38-20331 

金井内科小児科医院(国 分) 22-9716 堀 内 医 院(大 屋) 35-0104 

神科診療所(長 島) 27-3331 松尾内科小児科医院(下常国) 22-1355 

青島 坂 内 科(上塩尻) 22-1936 三 原内科医院(中之条) 27-6500 

小井土内科医院(上川原柳町) 27-6666 宮坂内科小児科医院(下常国) 22-0759 

甲田内科小児科診療所(石 神) 38-3065 宮下内科小児科医院(上 堀) 22-1233 

小松内科循環器科医院(上川原柳町)27-2200 ニ好町産婦人科医院(御 所) 23-2381 

斉 藤 医 院(馬場町) 22-1048 キナ 上 医 院(末広 町)22-3740 

斉藤外科医院(下 青 木) 35-0887 将1I 沢 病 院(北大子) 22-0109 

ささき小児科医院(減 北) 27-7700 横 山 医 院(大 屋) 35-0008 

佐 藤 医 F完(五 加) 38-2543 吉田こども医院(踏 入) 24-1222 

佐藤胃腸科内科医院(鷹 匠 町) 22-2342 和方内科医院(塩田新町) 38-2540 

塩 田 病 院(中 野) 38-2221 

麻しん予防接種委託医療機関一覧表

あこ i
ると 1
人 が 1
で
き I
る ，

管 4
理 3
的 ;
な 1
立:
場 ー

申
家 しf
p、ll¥ヨ

8子;
2社主
9会-
8課
8か
)働

べく
u 婦

人
内

す
が
厄
酔
の
表
稲
田
に
す
，じ
状
の
車
，か
つ

い
た
り
、
赤
黒
い
'
血
，
か
混
じ
り
ま
す
。

マ
便
通
異
常
・
:
便
秘
が
続
い
た
り
、

便
が
細
く
な
る
な
ど
す
っ
き
り
し
な

い
感
じ
。

マ
腹

痛
・
:
下
腹
部
が
張
っ
た
り
、

ゴ
ロ
ゴ
ロ
し
た
り
痛
み
が
あ
り
ま
す
0

・
早
期
発
見
が
第
一

大
腸
が
ん
は
、
食
生
活
の
欧
米
化
大
腸
が
ん
の
初
期
は
ほ
と
ん
ど
自

な
ど
に
よ
り
昭
和
三
十
年
頃
か
ら
徐
覚
症
状
が
あ
り
ま
せ
ん
。
早
く
発
見

々
に
増
え
は
じ
め
、
こ
れ
か
ら
二
十
す
る
と
治
る
可
能
性
が
高
い

と
言
わ

年
後
に
は
胃
が
ん
な
ど
を
抜
い
て
が
れ
て
い
ま
す
。

ん
死
亡
順
位
の

一
位
か

二
住
に
な
る
〈
検
診
の
方
法
〉

だ
ろ
う
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

質
問
票
の
記
入
と
便
の
検
査
で
行

上
田
市
で
も
大
腸
が
ん
で
亡
く
な
い
ま
す
。
食
事
制
限
は
必
要
な
く
、

ら
れ
る
か
た
は
少
し
ず
つ
増
え
て
お
便
は

一
回
だ
け
ぴ
ん

の
中
に
少
し
取

り
、
①
正
し
い
食
生
活
を
実
行
す
る
る
だ
け
で
す
。

こ
と
や
②
大
腸
検
診
を
受
け
て
い
た
受
診
料
:
・
二
百
円

だ
く
こ
と
が
も

っ
と
も
大
切
に
な

っ

募
集
人
員
:
・四
千
五
百
人

て
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
年
に

一
回
は
申
し
込
み
・
:
申
し
込
み
用
紙
を
隣
組

大
腸
検
診
を
受
け

る

よ

う

お

す

す

め

回

覧
し
ま
す
の
で
、
十

一
月
二
十

し
ま
す
。

五
日

ωま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ

・

大

腸

が

ん

の

症

状

さ

い

。

(定
員
に
な
り
次
第
締
め

マ
血
便
:
・
出
血
量
は

少

な

い

の

で

切

り
ま
す
)

心
の
健
康
相
談
所

を
開
設
し
ま
す

が
悪
い
、

い
つ
も
イ
ラ
イ
ラ
す
る、

気
持
ち
が
沈
み
が
ち
な
ど

担
当
医
師
・
・
・
国
立
小
諸
療
養
所
副
院

長

・
木
田
富
士
雄
先
生

申
込
先
:
・保
健
予
防
課

(宮
⑫

4
1

0
0
内
線
2
9
0
・
2
9
3
)

そ
の
他
・・・秘
密
は
厳
守
し
ま
す。

と

き

:

・十一

月
二
十

一
日
働

・
午

後

一
時
か
ら
三
時
三
十
分

と
ニ
ろ
・
:
上
田
市
城
南
解
放
会
館

相
談
内
容
:
・
夜
眠
れ
な
い
、

寝

つ
き
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十
月
の
回
目
に
続
き
、

二
回
自

の
投
与
を
別
表
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

な
お
、
対
象
と
な
る
子
供
さ
ん
、
禁

忌
事
項
な
ど
に
つ
き
ま
し
て
は
、
九

月
十
六
臼
号
の
広
報
を
ご
覧
く
だ
さ

え

(21nl日)

接種目 ~ 場 名 対象地区

嗣21月日6 1 
川西社会福祉センター 川西地区

上野が丘公民館 神科・豊殿地区

上田市保健センター
東部地区

11 西部地区

2月7 
(市役所南庁舎2附)

中央地区

(木日) 女子 阿T メヱ』エ 査官 城下地区

神川地区公民館 神)11地区

上田市保健センター
南部地区

11 北部地区

2月8 
(市役所南庁舎2階)

塩尻地区

日
塩田母子健麿センタ一塩団地区 」

(量的

) 11 辺 I!IT iヱhエ、 館川辺・泉田地区

小児マヒ予防接種目程表

防
火
の
大
役
あ
な
た
が
主
役

広報う

一一…………おむ…やみ……………い

(
九
月

一
日
1
三
十
日
)

次
の
方
々
が
な
く
な
ら
れ
ま
し
た
。

謹
ん
で
ご
め
い
福
を
お
祈
り
申
し
上

げ
ま
す
。

ー第970号

森
下
邦
義
き
ん

古
田
入
イ
比

♂
さ
ん

岩

門
下
之
郷

6日

川
村
延
司
さ
ん

池
田
き
く
ゑ
さ
ん

高
島
謹
治
郎
さ
ん

松
津
利
宇
さ
ん

小
柳
寄
次
さ
ん

小
山
久
江
き
ん

堀
内
松
市
さ
ん

山
崎
下
布
き
ん

中
保
丸
治
さ
ん

宮
崎
良
夫
さ
ん

田
中
小
不
二
さ
ん

丸
山
勝
之
さ
ん

宮
下
喜
市
さ
ん

山
崎
芳
さ
ん

八五
五七

-
秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動

十
一
月
二
十
六
日
か
ら
十
二
月
二
日

新新高中丸山学諏北下大上新
問 屋之 堀 海訪大之
屋田町条町口南部子郷屋堀田

八七五 八三八六 七六九八八九四
六四 一七 九七八三六三八 O 二四

小
出
新

一
さ
ん

横
津
邦
隆
さ
ん

久
保
田
茂
子
き
ん

宮

嶋

茂

さ

ん

網
野
弥
識
さ
ん

土
屋
ぬ
く
子
さ
ん

綱
島
よ
ゑ
さ
ん

荻

原

悦

き

ん

若
林
幸
夫
さ
ん

箱
山
浪
治
き
ん

高
橋
き
つ
い
さ
ん

市
川
喜
勝
き
ん

加
藤
ヤ
ノ
ヱ
さ
ん

田
中
正
さ
ん

吉

田
浦

野

小
井
田

下
青
木

院

内

材
木
町

馬
場
町

新

田

中

野

野

竹
三
子
γ
J

-
-ム
H
明

mm円

舞

田
大

屋

山
川
山

nH

※駐車場が狭いので、車での来庁はなるべくご遠慮くださし、。

※時聞は午後 1時30分から 2時30分までです。

健
康
溜
進
ク
リ
ニ
ッ
ク

を
実
施
し
ま
す

一
と
き
・
:
十

一
月
二
十
七
日
嗣
・
午

前
八
時
四
十
五
分
か
ら
午
後
二
時

一
と
こ
ろ
・
:
上
田
保
健
所
(
合
同
庁
舎
)

一
対
象
者
・
:
三
十
歳
か
ら
六
十
歳
ま
で

の
人

一
内
容
・
:
マ
健
康
度
測
定
マ
休
養

・

栄
養
診
断
マ
個
人
相
談
な
ど

一
定
員
・
:
二
十
人
(
定
員
に
な
り
次

第
締
め
切
り
ま
す
)

一
料
金
・
:
四
千
二
百
七
十
円

一
申
し
込
み
:
・
十
一
月
十
七
日
開
ま
で

に
上
田
保
健
所
(
宮
⑧
1
2
6
0

内
線

2
3
5
)

へ。

五八七 七七六八八六八三八五六
四六 六七二三四四五八三六二三

中
津
三
子
さ

ん

本

町

峯
村

一
間

多

き

ん

中

組

白

井

け

さ

さ

ん

鎌

原

細

田

き

よ

さ

ん

倉

升

中
津
源
三
さ

ん

八

木

沢

清
水
保
治
郎
さ
ん

川
辺
町

金

子

賞

さ

ん

赤

坂

森

山

潔

さ

ん

南

天

神

町

西

川

伊

次

郎

さ
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